
日本原子力学会 2022 春の年会 水化学部会（標準委員会共催）企画セッション実施報告 

 

水化学部会 

 

1. 日時：2022 年 3 月 16 日（水）13:00～14:30 

2. 場所：J会場 

3. テーマ：水化学標準の活用事例と要望 

4. 議題 

司会：渡邉先生 

（1）13:00～13:05 本セッションの趣旨、目的の紹介：渡邉豊先生 

（2）13:05～13:15 水化学標準の改定の背景、必要性、検討項目等の例示：河村浩孝氏 

（3）13:15～13:50 水化学標準の活用例と改定に対する意見交換 

①電気事業者の視点：赤峰浩司氏 

②BWR プラントメーカの視点：長瀬誠氏 

③PWR プラントメーカの視点：荘田泰彦氏 

④研究機関の視点：塙悟史氏 

⑤原子力安全推進協会の視点：梅原隆司氏 

（4）13:50～14:25 総合討論 

①国外の水化学標準と原子力学会標準：久宗健志氏（梅原隆司氏代読） 

②水化学面からの過不足・要望：高木純一氏 

③高温水の物性値やラジオリシスデータ等の整備・拡充と標準への反映：室屋裕佐先生 

④フロアからの主な意見 

・長期的検討課題として、水のラジオリシス、材料腐食、線源強度のメカニズムに立

脚した管理項目の設定根拠の検討を進めていくのが望ましい。 

・精緻な高温 G 値等の取得、炉内での複雑事象の解明などの課題が山積しており、標

準への早急な反映は困難であるが、現実の系の把握など産と学の連携強化が重要

である。 

・新たな技術開発への挑戦（シーズ探索）も必要であり、学の寄与にも期待する 

・水化学管理指針類は教育資料、技術伝承としても価値が高いことから、解説の充実

も重要である。 

・技術レポートの活用も視野に入れつつ長期サイクル運転対応、長期保管に対する指

針の要否についても検討してはどうか。 

頂いた意見については、今後の改定での反映、新規制定を検討する。 

⑤まとめ：渡邉豊先生 

新技術への挑戦と水化学標準への反映が軽水炉の水化学管理には重要。本セッシ

ョンの開催により水化学技術および標準に対する意見や要望を水化学部会員のみな

らず関連分野の学会員他と共有できたことは水化学部会としても有益であった。対

応可能なものから、順次取り組むとともに、引き続き支援をお願いしたい。 

（5）14:25～14:30 標準委員会からの講評：成宮祥介氏 

 本セッションは標準改定に対し様々な意見を取り入れる試みとして有用であり、水化学

部会の積極的な取り組みと協力に感謝するとともに、今後とも水化学部会と標準委員会で

意見交換を密にして良い標準、水化学の技術の発展を期待する。 

以上 
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（1）本セッションの趣旨、目的の紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



（2）水化学標準の改定の背景、必要性、検討項目等の例示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



（3）水化学標準の活用例と改定に対する意見交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



（4）13:50～14:25 総合討論 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜フロアからの意見＞ 

 フロアから出された意見のメモを下記に記す。 

 

内田先生：水化学管理指針類は、電気事業者、プラントメーカ、原子力安全推進協会、研究

機関や大学などで教育資料として活用されている。水化学管理指針類の解説に

記載されているように管理項目の設定根拠は、プラント運転の経験に基づくも

のが主である。今後は、腐食メカニズムなどの理論面から設定根拠を示すのが学

会標準としても重要であり、学の貢献の観点からも望ましい。 

 

室屋先生：ラジオリシスに関し、炉内、炉外、室温～高温、種々の水質などが広範囲に影響

するが、メカニズムが完全に解明されているとは言えない。今後は、実機におけ

る反応系の把握など産と学の連携強化が必要と考える。 

 

渡邉先生：テーマ（シーズ）等の情報共有が重要である。水化学管理指針類は教育資料、技

術伝承としても価値が高いことから、解説を充実するのも重要と考える。水化学

は新技術への挑戦でもあることから、学の関与を強化する必要がある。 

 

高木様：水化学は、成熟した技術面も有するが、予防保全として指針の改定は継続する必要

がある。保全技術の改善・高度化の達成には、産学連携が必要と考える。その一

方で、新たな技術開発への挑戦（シーズ探索）が重要になってくる。次世代技術

者・研究者は今の技術に留まることなく、新たな技術開発に挑戦すべきである。

新技術がある程度成熟した時点で、新たに指針を策定すべきである。成熟した技

術に依存するのではなく、安全強化に向け、常に新技術を追究し、問い続ける姿

勢が重要と考える。また、プラントが稼働している国外事例を参照するべく、国

際交流を活性化する必要がある。 



 

成宮様：長期サイクル運転対応、長期保管に対する指針も必要と考える。このためには、現

場の意見聴取も必要であり、現場の意識向上にもつながる。標準策定にはステッ

プが重要であり、時間はかかるが、標準委員会では効率化についても検討中であ

る。例えば、技術レポートを活用しても良い（標準化の前に知見を取り纏めてお

く）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（5）標準員会からの講評 

 本セッションは標準改定に対し様々な意見を取り入れる試みとして有用であり、水化学

部会の積極的な取り組みと協力に感謝するとともに改定への順次反映を期待すると講評が

述べられた。 

以上 

 


